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 要  旨 
実写映像に, あたかもそこに存在するかのように 3DCGを合成するためには，カメラの姿
勢などの状態を表すカメラパラメータの取得が必要となる．このカメラパラメータを取得す
る手法として，これまでにさまざまな手法が提案されてきた. しかし従来手法では, ロバスト
性や精度, そしてカメラワークの自由度といった点に課題が残されていた. 
我々は, カメラの撮像に同期して点滅するような LED からなるマーカを用いたカメラパ
ラメータ推定手法を提案し, また同手法を用いたリアルタイム CG 合成システムの構築を行
った. 本手法では, LED をカメラの撮像のタイミングに同期させて点滅させている. 奇数フ
ィールド（行）と偶数フィールドを順に走査し１つのフレーム画像を作り出すインタレース
方式の特徴を利用し, フィールド単位で LED を点滅させた. これにより, 撮影によって得ら
れる LED の毎フレーム画像は点灯している時のフィールドと, 消灯している時のフィール
ドの縞模様となる. この縞模様は毎フレームで必ず１ライン間隔の縞になり, LED 以外の領
域には同様の縞模様は存在し得ない. よって各フレームにおいてこの縞模様を探すことで, 
LEDの位置を精度よく検出することが可能となる. LEDの点滅という時間軸方向の特徴を付
加してやることで, 色や形状の情報のみで検出するよりもロバストに LED マーカを検出す
ることが可能になると考えた. また, マーカ自体の領域が非常に小さいため, マーカ検出の
ロバスト性を確保しつつ, 簡単な画像処理でマーカを目立たなくできることが可能で, 映像
制作への影響を小さくできると考えた. 本システムを用いた CG 合成実験を行った結果, 比
較的簡易な装置でありながら CG と実写映像のリアルタイムな合成を行うことができ, 本手
法の有効性を示すことができた. さらにそこから輝度値の重心を用いた LED 検出位置の修
正や, コーミング（縞ノイズ）などによる誤検出を防ぐため, 過去のマーカの動きから誤検出
した点の位置を修正するという手法を併せて行った. 検証実験の結果, この手法の有効性を
示すことができ, 検出時のロバスト性や精度の向上が確認できた. 
点滅 LEDマーカを用いたことで, 本研究の, ロバストで高精度なカメラパラメータ抽出法
の考案, またそれを用いた実写映像と 3DCGとのリアルタイム合成システムの構築という目
標を実現できた.  
 
 
